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結 核 性 疾 患 殊 二肺 結 核 患 者 ノ血 液 脂 肪 含 有 量 ニ

就 テ ・・既 二 諸 多 ノ廣 汎 ナ ル 研 究 ア リ｡而 モ 今 日

術 一 定 ノ 見 解 二 達 セ ズ｡凡 ソ是 等 ノ研 究 ヲ 次 ノ

如 ク分 類 ス ル コ ト テ得 昭ベ シ｡

1.(1⊃Chauffard,1・arocheノ 乏Grigaut等 ハ 、

胸 膜 炎 拉 二 肺 結 核 患 者 ニ 於 テ ハ 血 中 「コ レス テ

リ ン」減 少 ス、 殊 二登 熱 患 者 二著 明 ナ リ ト云 ヘ

リ｡(2)Henesノ 、登 熱 無 ク トモ ー 般 月犬態 ノ不 良 ナ

ル 者 二 「ヒボ コ レ ス テ リ 子 ミー 」著 明 ナ リ ト云 ヘ

リ｡(3)Ssokoloff,(4)Eisler及1・aub,(5)Port,

{6)Wacker及Hueck,(7)Denis,(・)Erber等 モ 肺

疹 又 ハ 胸 膜 炎 患 者 ノ血 液 「コ レ ス テ リ ン」 ノー 般

ニ 減 少 ス ル コ ト テ稻iシ 、(9)Henning,メ1・Fernan一
サリ

dez,(1ユ 、Tattoni,及(12渡 邊 氏 等 モ 亦 結 核 病 勢 檜

進 ス レバ 血 中 「コ レ ス テ リ ン」量 減 ズ ト云 ヘ リ.

上 記 諸 學 者 ノ大 部 分 ハ 主 ト シ テ 「コ レス テ リ ン」

二就 テ検 索 セ ル ガ、他 ノ脂 肪 艦 二就 テ ノ・、(・)Er-

berノ ・「ヒボ コ レ ス テ リ 子 ミー ,.:ト共 ニ 中 性 脂 肪

ノ減 少 ト 「レ チ チ ン1ノ 増 加 ア リ ト云 ヒ、(9)且en-

ningノ ・絡 脂 肪 酸 三 レ チ チ ン」 ノ含 有 量 ノ・正 常

ノ範 園 二在 リ ト云 ヒ、(10)Fernandezハ 「レ チ チ

ン」モ 共 二 減 少 ス ト云 フ｡又 渡 邊 氏 ハ 「レ チ チ ン」

ノ・減 少 ス ル モ、 「コ レス テ リ ン」ノ如 ク著 明 ナ ラ

ズ ト云 ヘ リ｡

2.以 上 ノ諸 家 ト全 ク相 反 ス ル 詮 テ ナ ス モ ノ ア

リ｡即 チ(i3)Langen及Spuitハ 結 核 罹 患 者 ニ

於 テ 血 中 絡 脂 肪 禮 ガ著 シ ク増 加 ス ル テ 観 、(141辻

氏 ノ・胸 腹 膜 炎 ノ場 合 二 血 中 脂 肪 酸 拉 ビ ニ 「レチ

チ ン」 ガ 檜 加 ス ト云 ヒ、(15森 氏 モ 亦 総 脂 肪 酸 ノ

檜 加 ス ル ラ親 タ リ｡其 ノ他(1の 涌 谷 氏 ハ 結 核 患

者 ノ血液 「コレステ リン」ノ・著 シ ク塘加 ス ト云

ヒ、㈹石 島氏 ノ・総脂肪酸稽 丸増加 ス、之 レ肺臓

ノ「レチチ ン」合成不全 ニ基 ク モ ノ ナ リ ト云 ヘ

リ｡

3.(18)松 井 、rlg、吉 本及高橋氏等 ニ ヨレバ、 肺結

核患 者血液脂肪量 ハ全 ク健康 者 ト同一 ニ シテ正

常範園 ニ在 リ｡

4.血 液 脂 肪殊 二「コレステ リン」含有量 ノ・、結

核 ノ時期、型乃至免疫禮構 成 ノ歌態 ニ依 リテ左

右 セラル トナ ス者 ア リ｡自 ロチ(2｡)Palacioノ ・肺結

核 ノ急 性期、曾悪期拉 ニ進行型 一 於 テノ・「コ レ

ステ リン」量低 久 緩解期及潜伏期 二 於 テノ・正

常、而 シテ 増殖型 ニ 於 テハ 高値 テ示 ス、即 チ

血中 「コ レステ リン」量ハ豫後判 定上 二役立 チ得

ぺ』シト云 ヘ リ｡(2些Gergley,(22月Gavrila及Vion

等 モ見解 之 ト略'.同 様 ナ リ｡(23)Babarczyノ ・血

中 「コ レステリン」量ノ・常 二相 當 ノ動揺 テ示 シ、

「ッベル ク リン」敏 感度 ノ外、病型 ノ滲 出型 タル

カ檜 殖型 タル カー ヨリテ左右 セラル トナセ リ｡

(2溶 澤 氏ノ・血 中脂肪 量ハ肺結核 ノ病型或 ノ・病攣

ノ大 サニノ・無 關係 ナルモ、病勢 ノ時期 一 ヨリテ

異 リ、感 染初 期 ニ低 久 進 行 ト共 二増鐘 シ、更

ニ重症 ニシテ豫後不良 トナル ニ至 レバ再 ビ低 下

シ、殊 ニ「コ レステ リンエ ステル」ニ於 テ最 モ著

明 ナ リ、 コ レ結核菌 毒ニ ヨル肺拉 二網状組織 内

被 細胞 ノ機能障碍 ニ基 ク モ ノナ リト云 ヘ リ｡

(25)Eichberger及McCluskeyノ ・、結核 二於 ケ

ル「ヒペル コ レステ リ子 ミー」ハ、免疫 ト抵抗力

トラ示 ス ト構 シ、(26)且inze二 依 レバ「コ レステ

リン」ハ免疫艦構成 ト密接 ナル 關係 ラ有 シ、 肺
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結 核 ニハ一般 二其値低 ク、特 二「ア レルギー」減

弱 ノ}伏態 二於 テ著 シ ク低 下 ス ト云 フ.(27)War-

neckeモ 「コ レステ リン」定量 ニ ヨ リ結核免疫状

態拉 二豫後 ラ測知 シ得 くごシ トナ ス。

5.(2④Menasci,(29)Salomon及Potter等 ノ諸

家 ハ、血 中 「コ レステ リン」量 ノ・常 二其動揺著 シ

クシテ、結核 ノ病型、時期又 ハ免疫状態 ト何等

一定 ノ関係 テ有 スルモ ノニ アラズ ト云 フ
.

以 上諸家 ノ見解 テ要約 ス レバ、1.或 者 ハ肺結核

患者 二於 テノ・、血液脂肪 及類脂肪膿殊 二「コ レス

テ リン」ガ減少 ス ト云 ヒ、2.或 者 ハ是 ト反封 二

増加 ス ト云 ヒ、3.或 者 ハ攣 化 ナシ ト云 ヒ、4.

或 者 八病型時期及免疫状態 ニヨ リテ増減 シ「ヒ

ペル コ レステ リ子 ミー」ハ 良好 ナル 豫後乃至佳

良 ナル免疫状態 テ示 ス ト云 ヒ、5.又 或者 ・・血液

脂肪及類脂肪艦 ハ豫後判定上 ニモ発喪學的 ニモ

何等 ノ意義 ラ有 セズ ト構 ス。

凡 ソ斯 ノ如 ク見解 ノ異 ル所以 ノ者 ノ・、一 ノ・検査

方 法 ノー定 セザル事、一 ノ・各實験者 が食餌 二就

キテ留意 セザ リシ トニ基因 ス ト考 フ ル テ 得 ベ

シ。食餌 ノ影響 ニ ヨル一過 性 「リペ ミー」ノ、、食後

凡 ソ8時 間 ニ シテ消失 スルラ常 トス ト難 モ、後

述 スル(39)Rosenthal等 ノ研 究 ニ ヨリテ 明 カナ

ル如 ク、平素臆取 スル食餌:ノ種 類 ニ ヨリテ、個

禮 ノ脂肪含有量ハ著 シク攣 化 シ得ル が故 二、血

液脂肪含有量測定 二際 シテノ・、常 ニコノ鮎 二關

シテ大 ナル注意 ラ排 ハザルベ カラズ。 上述諸 實

験 者中、此鮎 二注意 セル老苦 ダ1妙シ。

血液脂肪及 ビ類脂肪髄測 定 三関 シテへ 從來3。)

Bangノ 酸 化滴 定定量法、或 ハ(3B2 、Bloorノ比 濁

及比色定量法用 ヒラ レタ リ。 サ レ ド・、,,Bang法

二於 テ・・、重 「クロム」酸加里 一 ヨル脂肪 酸化 ノ

程度不完全 ニ シテ、且 ツ攣 化程 度 ハ種 々 ノ状 況

ニ ヨツテ:影響 セラル ・ガ故 二、測定法 トシテノ、

不確實 ナ リ。(3・x32)Bloorノ比 濁脂肪酸及 「レチチ

ン」定 量法 二關 シテ・・、既 二'33濁Bloor自 ラ其 ノ

鋏黙 ラ基 ゲテ 之 二更 フル ニV⑪)Bang法 テ改良

セル滴定定量法 テ以 テ シ、酸化略Z完 全 ナ リ ト

構 ス。 サ レド㈹3り桂 及畠山 ノ質駒 ニ ヨル ニ必 ズ

シモ酸 化完全 ナ ラズ。Bangノ 比 色 「コ レステ リ

ン」定li社法 二就 イテノ・、(35)M廿hlbock及Kauf-

mannノ 云 フ所 ニ ヨレバ、其 値高 キニ過 ギテ信

頼 ス〈ごカラズ ト。 ㈹桂及 畠山 ノ・サキニBang-

Bloor法 ノ原理 二基 キ、脂肪髄 ラ完全 二酸化 セ

シムル如 キ重 「クpム 」酸加里及銀 ノ比 、拉:ビ ニ

温度 ト時間 トノ関係 ラ見出 シ、之 テ利 用 シ少量

ノ血液 テ用 ヒテ絡脂肪酸 及練 「コ レステ リン」ラ

定量 スル方法 テ案出 セ リ。 又3℃燐脂艦 二就 テモ

Bloorノ 「レチチ ン」酸 化係 数 ノ言呉謬 ラ・指摘 シ、

少量 ノ血液 ラ以 テ燐…脂膿:テ完全 二沈澱 セシメ、

コレテ酸化滴定定量 スル方 法 テ考案 セ リ.

第一表 健康者血液脂肪及類脂肪禮含有量(括 弧内・・食後5時 間値)
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9.20 ∫
24/X∬31

8/皿32

10 212(304)

227

143(146)

156

169(206)

186

、16/江 231 141 188

10.30 12/∬ 14 241 159 205

11.31 10/1 8 203(237) 141(144) 163(186)

12.43
16/皿

{ 25/皿
1

14 205

212

125

126

164

170

食 前 平 均 値 215 146 180

GFIGC=1.47Ptd/GC=1.23GF/Ptd=・1.19

余等 ハ余等 ノ方 法 ラ用 ヒテ、 先 ヅ健康者 二就 テ

次 ノ検 索 ヲ行 ヘ リ。被検 者 トシテハ、 馨局員及

ビ其 ノ家族拉 ビニ看護婦 中、赤血球沈 降速度略

Z正 常 ナルモ ノ12名 ラ選 ビ2日 間脂肪 テ合有

スル食物 ヲ・可及的避 ケ シメ、3日 目早朝空腹時

二飽和絢堅酸曹達溶液 テ以 テ内面 テ漁 セル注射

器 ラ用 ヒテ肘正 中静脈 ヨ リ1c.c.ノ血 液 ラ探 り、

之 ラ余等 ノ記述 セル如 ク庭 理 シ、 脂肪艦 ラ測 定

セ リ。被検者 ノー部 二於 テハ、第 一同採血 ノ後

牛酪409ラ 囁 ラシメ、5時 間後同様:ノ測 定 テ繰

返 セル者 アリ。又被検 者 ノ或者 ニハ、数 日叉ハ撒

月 ノ間隔 ヲ以 テ、各数 回 ノ測定 ラ試 ミタル者 ア

リ。其 ノ成績 ハ第一表及 ビ圖 二之 ラ示 ス。之 二

依 レバ、 空腹時給 「コ レステ リン」ノ、、最低125、

最 高15gzF均146mg/dl又 脂 肪酸 ・・最低189、

最 高241李 均`'15mg/dl燐 脂 膿 ・・最低163、 最

高205平 均180mg/d1ノ 償 う示 セ リ。牛酪囁 取

後5時 間 ノ償 ニア リテハ、 「コレステ リン」ガ稚

気減 少 スル コ トア レドモ大農 二於 テ著憂 ナ 久

燐脂膿 多少著 明 二増加 シ、絡脂肪酸 ハ最 モ著名

二増加 スル ヲ見ル。術 ホ 日時的差異 ハ、個 膿的

差異 ヨ リモ更 二僅少 ニシテ、甚 シキ動揺 ラ示 ス

事 無 シ。

次 二肺結核患者 二於 ケル成績 ラ述 ブベ シ。即 チ

第2表 及 ビ囲 二於 テ22名 ノ患者 二就 キ31回 ノ

測定 ニ ヨ リテ得 タル結果 ヲ示 セ リ.是 等ハ浸潤

性又 ハ血行性早期 型 ヨリ確 定肺結核 二至 ル諸種

病 型 ラ含 ミ、何 レモ入院後 置 チニ南窓 テ開放 セ

ル病室 二安 臥 セ シメi牛 酪、肝 油、牛乳、鶏卵

等脂 肪豊富 ナル食餌:ラ與ヘ テ虎 置 セ ル 者 一シ

テ、 ナホ2,3人 工 氣胸療 法 ラ施 セルモ ノア リ。

是等患者 ノ大 部分 八 日ナラズ シテ榮養佳良 トナ

リ大 二良好 ナル経過 テ取 レルモ、死 ノ轄機 テ取

レル者 モア リ(第2及 ビ第4例) 。 スベテ健康者

二於 ケル ト同様、採血前2日 間脂肪 ラ多量 二含

有 スル食物、例之牛酪、肝 油、 牛乳、鶏卵等 テ可

及 的避 ケ シメ、1日 囁取脂肪 量 テ10乃 至309

二制 限 シ、代 ル ニ含水炭素及 ビ蛋 白質 ヲ以 テ

ス。然 ル後第3日 早朝空腹時、拉 ビニ多 クノ例

二於 テハ、朝食 ト共 二409ノ 牛 酪 ラ投與 シタ

ル後、.5時 間 日二更 二採血 シテ脂肪及 ビ類脂肪

膿:測定 ヲ'行ヘ リ。第二表 二於 テ其測定成績 ト共

二、喀疾 中結核菌、畿熱状態、 「ツベ ル クリン」

皮 内反応、補艦結合反慮、 赤血球沈降速度等 テ

併纂 セ リ。弦 二熱 ノ記號 トシテT。 ハ無熱ナ伏態、

T1・ ・最高37.7乃 至37.9度 二達 スルモ ノ、T2ハ

最高38乃 至28.9度 二達 スルモ ノ、T3ノ・最高39

度 ヲ・超過 スルモ ノテ意味 ス。該成 績 ニ ヨレバ、

絡脂肪酸 ・・、215乃 至357平 均268mg/dl総

「コ レステ リン」・・150乃 至208zF均184mg/dl

燐…脂艦 ハ175乃 至306李 均214巣9/dlニ シテ、

之 テ健康者 ノ償 二化 スルニ、 三者共 著明 二増加

シ、総 脂肪酸25%、 「コレステ リン」26%、 燐

脂艦19%ナ ル増加率 テ示 ス。 而 シ テ表 二明 カ

ナル如 ク、病型 ノ早期型 タル ト確 定肺結核 タル

ト、 又開放 性ナル ト閉塞 性 ナル トテ問ハズ、或

ハ補罷結合反磨 ノ陰 陽、乃至 ハ赤 血球沈降速度

ノ遅速 二關セズ、又中 一八不 良 ノ経過 テ取 りシ

者 ア リト錐 モ、此塵 二墾 ゲタル入院患者 ノ殆 ン

ド総 テノ場合 二於 テ、健康者 二比 シ総脂肪i
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第 二 表 長 期 入 院 肺 結 核 患 者 血 液
一

姓 名 ・ 年 齢

1

入 院
年 刀 日 病 型

1

亭 時 食 餌(9)
■

蛋 白 脂 肪 含水炭素

1.44 21/皿31 滲出性増殖性右側肺結核 }8← ・駒 120-155 208-386

2.28 2611X 浸潤性播種性肺結核
}9匹 ・2・

130-164 210-320

3.18 6/IX30 血行性撒布 112-190 140-210
1

12搬11
「

4.24

l

i12/Xl31
1

浸潤性播種性肺結核
1・S3-110
J
l

9研・7・i・ 一

1

5.25 12/V皿30 肺門周園浸潤 92一 一106

1

30-50122Ω 一350

6.51 7/V皿31 血行撒布並浸潤性肺結核 SO-100 ・2@・6・1・6㈱

7.42 2/X 増殖性両側肺結核 105-150 110-130 210-346

8.19 31/V皿 血行撒布性増殖性肺結核 }9櫨
100-144 240-3SO

9.26 27/V皿 浸潤性空洞性肺瘍 80-155 150-1SO 220-300

10.22 21/皿 急性滲出性空洞性肺瘍 100-170 120-1SO 190-250

11.28 6/VI 中野浸潤 120-160 120-140

、

300-380

12.35 24/▽ 皿 滲出性大空洞性肺癌 60-1101 100-170

.一一一.一.一一}

250-300

13.22 71V皿 1鋼1坐雛1生 肺徽19棚 ・ 140-170 250-300

14.21 18/▽皿 中野浸潤蛇播種 100-120
1

150-165 150-300

15.19 25/×30 右側中野浸潤、左側娘浸潤 95-120 110-170 1SO-370

16.42 23/▽31 滲出性空洞性南側肺結核 70-110 110-130 185-230

17.18 1!X30 慢性乾酪性肺炎 80-108 120-140 130-260

18.14 20/1V31 初感染 SO-120 100-120 230-320

19.25 301×1 肺門周囲浸潤 127-179 149-170 280-460

20.33 241X皿30 早期浸潤 110-130 112,150 160-300

21.23 26/IV …血行性撒布 90-150 106-126 190-230

22.17 1411×31 肺門周園硬化 117-140 117-152 270-330
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脂 肪 及 類 脂 肪 禮 含 有 量

1

喀 疾

結核菌
膿 温

探 血

年月日

マ ン ト ウ 補膿結

合反慮

沈降速
度1時
間
mm

総 「コ レ ス1

備 考一氏反磨
一
mm 警募墓醗 テ リ ン」

lmg/dl

1

燐 脂 盟

mg/dl

十

十

Tl

T1

29/VH31
S/XI

35

30
什
十

101

115

33

2S

222(339)
234(279)

185(240)
208(208)

211(260)
200(201) 人工氣胸

柵
帯

TrT3

T昭;

29/1×

5/XI

25

0

十
一

f

89

62

23 230

272

189

232
1205
1241i 死三 日前

=
To

To

30/X
12/XI }・5× ・2

昭

十十 46 31
335

35虫402)

179
177(163)

230
244(259)

-

T3

柵lT2i1/X皿116
1T314/皿32昭0

8/皿 lo

十
十

1一

88

98

32

17

13

1

295

238

377

167

162

15S

200

198

306

第三表1例
死四日前

死3時 間前I
I
十 → 一… To 5/X皿31 145 1+一 一IS8-27i32-281 251(294) 150(155) 200(207) i
柵 lTl 21/XI 124 卜+-1 82 28 1223(269)1・93(・94> 192(219) 人工氣胸

十
十

・

I

Tり

Tl}

17/X皿

7ノ132

12

15 =
49

61

30

36

283(283》

270(364)

170(1661
167(168)

226
200(219)

第三表第
5例

丹

十十

To

To

121/1×31

117/XI
23

50 =
90

67

20

18

240(262)
246(286)

204(201)
196(189)

209(213)
212(223)

鼎 T2-T1 22/XI
;

30 十 → 一 64 25
正229(269)

182(205)
i・75(・84) 人工氣胸

柵
柵

Tl

T1

4/X皿

7/132

31

25
十十

十

95

103

26

24

282(335)
241(298)

173(165)
175(140)

1S9(207)
195(203)

十 T1 5/XH31 25 十 9 38 215(240)
t・79(・73)

196(20S) 1
十ト T・; 4/X皿 20 一 85 20 253(3・6)1 162(170) 196・1218)

1人工籟

十 Ttb
1・ ・1X∬ 12・ 正++

27 30 241(279)
1ユ9・(2・3) 1・98(2・2)

十 T日
1・ ・ノX皿 138 十 → 一 83 129 249(255) 172(168) 187(188)

.

1十 一・一 T3-To 14/X皿
1・7

+一 一}42 i33 257(287) 208(208) 219(217)

十 T1 14/X皿 2・ 田 106 127 286(334) 204(209) 232(244)

十
十

T2

T2

14/X皿

7/132

20

10

柵 → 一
一

107i17
126 16

288
270(364)

195
195(167)

211
195(221)

2

一 TrTo 11ノ1 20 一 13 32 346(384) 203(201) 238(251)

　

一 T2 1ユ/1 2壬 一 50 25 248(387) 175(185) 212(236)

一 To 25/1 45×50 一 32 38 357(434) 196(238) 288(297)
一一
!
一

1
T正 25/1 27×32 一 20 27 249(262) 187(190) 208(208) 人工氣胸、

人工太陽燈

I
I一 T1 11/1 15 十 19 23 218(253) 161(162) 199(219)
1

■ `

食 前 平 均 値268184214

GF/GC=1.46Ptd・GC=1.16GF/Ptd=1.25
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総 「コ レステ リン」拉 ニ燐脂 禮 ノ明 カナル曾 量 ラ

見 ルナ リ｡`

由 之観之、一 見肺結核 患者 ノ血液 脂肪及 ビ類 脂

肪 含有量 ハ、健 康人 ヨ リ常 ニ高値 テ示 ス者 ノ如

シ｡

然 ルニ今弦 二入院直後 ニ シテ、時 日テ経過 セザ

ル新鮮 ナル患者 二就 キ テ同一 ノ實験 ラ行 フ トキ

ノ・、其 ノ結果 ハ第三表及 ビ圖 ニ示 セル如 ク、総

脂肪酸183乃 至261、 平 均216mg/dl、 絡 「コ レ

ステ リン」120乃 至179平 均 、145mg/dl、 燐i脂

艦156乃 至203、 平 均179mg/d1ニ シテ、其平

均 値 ハ健康者 ト殆 ンド同一 ナ リ｡尚 ホ又新 タニ

外 來 ヲ訪 レ、未 ダ治療 ヲ受 ケザル患者 二於 ケル

實験 ニ観 ルモ亦 、聰脂肪酸203乃 至252平 均221

mg/dl、 総 「コレステ リン」125乃 至151、 平 均141

mg/dl燐 脂 艦152乃 至L)16、 平 均176mg/dlニ

シテ、共 ニ略 々健康 者 ノ値 ト同一 ナ リ｡又 脂肪

禮 三者 ノ比傘 テ比 スルモ勿論 健康 者 ノ場合 ト著

攣 ナ シ｡検 索 セル入院當初 及 ビ新 來患者 ノ病

型、進 行性程 度等、種 々ニ シテ一†:llナラザ ル コ

ト、長期 入院患者 ニ於 ケル ト同俵 ナ リ｡即 チ是

等 新鮮患者 ニ就 テ ノ實験 ハ、 肺結核 ソレ自身 ニ

ヨ リテハ、血液 脂肪含有量 ハ何等影響 ヲ受 ケザ

ル コ トテ示 ス｡術 ホ食後5時 間 ニ於 ケル血 中脂

肪膿上曾量 ノ状態 ハ、第二表群及 ビ第 三表群 ニ於

テモ、健康 者 ノ場合 ト著差 テ認 メズ｡

第 二 表群 二塞 ゲ タル入院患者 ガ空腹時血中脂肪

量高1直テ示 ス所以 ノ・、之 テ長期 入院治療 テ施 セ

ル鮎 二求 メザルレベカ ラズ｡入 院治療 ニ於 ケル特

殊事 項 トシテノ・、 南憲開放、 安臥、 食餌、人 工

氣 胸等 テ塞 ゲ得ベ シ｡r3s)入 工氣胸 ハ血 中「コ レ

ステ リン」量 テま曾」昭1:セシム ト稻…セラル ・モ、余

等 ノ實瞼 例 二於 テ人 工氣 胸 テ行 ヘル モ ノハ、第

二表第1.第6.第9.第12.第21例 ノ僅 少例 ニ

シテ、最 モ共通 的 二脂肪増 量 二關係 アル原因 ト

考 フベ キ者 ハ食餌治療法 ナ リ｡

食 餌 ノ血液脂肪含有lillニ及 ボス影響 二就 テハ、

(39)Rosentha1ノ 研 究 ア リ｡氏 ハ隊洲戦後一般人

民 ノ榮 養不 良 二陥 レル時期 二際 シ、榮養不 良者

ノ血中 「コ レステ リン」量 ラ測 定 セル ニ、戦前平

時 ノ償 二比 シテ甚 シク低 下 セルコ トテ登 見 シ、

コ レテ以 テ結核 菌 ニ封 スル抵抗 力減 弱 ノ徴 ト爲

セ リ｡又 .(4-・)StePPノ・、犬 ニ脆脂 食 テ與 フ レバ

ソ ノ血清 「コレステ リン」量減 ズル ラ報 ジ、爾 ホ

近 時e1、Boyd,㈹Bloor等 モ亦、 犬 ニ長期 間減脂

食 テ與 フルニ、其 ノ血中燐脂膿 ノ量甚 シク減少

シテ恢復困難 ナル コ トデ實瞼 セ リ｡之 ト反封 ニ

脂肪豊富 ナル食物 テ與 フレバ血中脂肪量 ノ増加

スル コ トモ容 易ニ考 フル コ トテ得 ベ シ｡弦 二興

味 アルハ、入院直後 ニ血液 脂肪量 ノ低値 テ示 セ

ル患者(第 三表第1第5例)ノ 血液脂肪 量 ガ食餌

治療 ニ ヨリテ増 量 セル コ トナ リ｡第1例 二於 テ

ハ死 ノ直前 ニ至 ルマ デ入院當時 ヨリハ高脂肪値

テ刀くシタ リキ｡

o
塩

如

等

健康者及肺結核患者血液脂肪及

類脂肪膿含有量比較圖
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以 上 ノ諸事實 ヨ リ考 察 スル時 ハ、 入院結核患者

ノ血液脂肪量 ノ高 キハ、肺 結核 症 ニ直接基因 ス

ル結果 ニ非 ズ シテ、寧 ロ脂肪=豊富 ナル食餌囁取

二由因 ス ト考 フルテ以 テ最 モ妥 當 ト爲 スベ シ｡

肺 結核1曾悪 明、又 ハ重症期 二於 テ「ヒPtコ レステ

リ子 ミー」有 リ トノ先人 ノ説 モ亦、恐 ラクハ盒慾

障碍、從 ツテ脂肪囁取 ノ減退 ニ基 クモ ノ ト考 ヘ

テ大過 ナカ ランカ｡脂 肪 膿拉 二類脂肪龍 ノ生物

學 的意義 ニ就 テノ・、今 日爾ホ究 明 セ ラ レザル所

多 シ ト錐 モ、類 脂肪艦 殊 二「コ レステ リン」ガ免

疫 ニ關係 ア リ ト解 スル學 者多 キ コ ト、 既 ニ述 ベ

タル ガ如 シ｡余 等 ノ實験成績 チ於 テハ、前述 ノ如

ク「コレステ リン」量 高 キ者 ニ於 テ常 ニ必 ズ シモ

「ツベル ク リン」皮 内反慮及 ビ補膿結合反磨陽性

ナ ラズ｡又 豫後上 ヨリ之 ラ観 察 スルモ、死 ノ轄機

ラ トルガ如 キ重症 者 ニア リテモ、脂肪 テ囁取 ス

ル コ ト可能 ナ レバ血中 「コ レステ リン」量叉比較

的高値 テ示 ス｡故 二肺結核 患者 二於 ケル「ヒペル

コ レステ リ子 ミー」ガ、 直 チニ佳 良 ナ ル免疫状

態 テ示 ス ト論断 スルハ早計 ナ リ｡恰 カモ榮養状

態良好 ナル事 ヲ以 テ直 チニ免疫膿 ノ構成 セラ レ

タル状態 ナ リ ト論 ズル能 ハザル如 シ｡サ レド我

等 ノ教室 二於 ケル臨躰的経験 ニ ヨルニ、結核患

者 ノ多 クハ脂肪擁 取ニ ヨリテ著 シク榮養状態 佳

良 トナ リ、禮重増加 シ、 「ツベ ル クリン」皮 内反

鷹及 ビ補禮結合反 態未 ダ陰性 ナ リシ者 モ早晩之

テ現 ハスニ至 ル ヲ常 トシ、而 シテ余等 ガ實瞼 ニ

於 テハ脂肪食囁 取 ニ ヨリ著明 ナル永 績性 血中

脂肪及 ビ類脂肪禮檜加 ヲ起 スガ故 ニ、 コ ノ見地

ヨリス レ バ、肺結核 患者 ノ血 中類 脂肪膿上曾加

ト、免疫膿構成 トノ問 ニ、 何等 カ ノ因果的關係

アラン事 テ想像 シ得 くごキナ リ｡但 、 雨者相 關 ノ

詳細 ナル機 制 ニ至 リテハ、今 日爾 ホ不明 ノ事 二

屡 シ、 將來 ノ研 究 二侯 タザルベ カラズ｡

結 論

1.血 中脂肪及 ビ類脂肪量 ハ肺結 核 ニヨ リ直接

影響 セラル ・モ ノニ非 ズ｡健 康人 ト同様 ノ食餌

テ囁 取 シ得 ル肺結 核患者 二於 テハ、血 中脂肪及

ビ類 脂肪量 ハ、病型、時期、螢熱 状態 ノ如何 ニ

關 セズ、健康人 ト同一 ナ リ｡

2.肺 結 核患者 二、 長期 脂肪豊 富 ナル食餌 ヲ與

フル時 ハ、血 中総 脂肪酸、縮 「コ レステ リン」、

燐脂膿何 レモ著明 ニ檜 量 ス｡斯 ノ如 キ患者 ハ多

クハ榮養状態著 シク佳良 トナ リ、症歌輕快 スル

テ常 トス｡但 、類 脂肪農 ト免疫 トノ相 關機制 ハ

今 日ナホ不明 ノ域 二在 リ｡
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